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　昨年３月11日の東日本大震災では地震と津波で２万人を越える人命が失われ、
先祖伝来の貴重な家田畑が流された。今まで営々と築きあげてきた生活基盤と人
生の希望を一瞬の間に失った被災地の人々の人生観は大きく変わり、人生にとっ
て何が大事か、また「幸福」とは何かと自らに問い始められた。そんな折、NHK
テレビ番組「100分で名著」で、世界三大幸福論の一つアランの「幸福論」が取上
げられた。アランは本名Emil August Chertier（1868-1951）といい、パリのリ
セー・アンリ４世などで哲学高校教師を勤めながら、「N・R・F」誌に合計5000編
に及ぶ小エッセー「語録（propos）」を投稿した。アラン独自の幸福論は、人間味
に溢れ、優等生ではない普通の街の人でも実践可能にして、爽やかで飽きがこな
いものであった。そしてアランは平和主義者であったにも関わらず、自らの思想
を極限状況において試すために、普仏戦争に志願従軍した経験から、心が体の影
響を受けて容易に変化する事を痛感して、「実際には、幸福であったり不幸であっ
たりする理由はたいしたことではない。一切は我々の肉体とその働きにかかって
いる（1908.02.22「神経衰弱」）」として、現在の心身医学の原理を先取りしていた。
さらにアランは時代が変わっても、人間は情念（passion）の虜になったり、偏見
に囚われたり、欲望に突き動かされることによって、自ら不幸を作り出している
として、それらから自由になる事で「幸福＝健康」を誰でも手に入れられると主
張した。その考えはまさに釈尊が2500年前に「人間の苦しみ（＝苦）には原因（＝
集）があり、それを絶てば（＝滅）、現状は変わる（＝道）」と唱えられた「四締
中道八正道」と同じ思想であった。「悲しみとは病気に過ぎず、いろいろ理屈や理
由を考えたりしないで、病気として我慢しなければならぬ。そうすれは気にさわ
る言葉の行列は四散してしまう。“祈り” というものが目指したのはそれであった

（1911.02.06「ふさぎの虫」）」。「幸福とは肉体を持つ人の心の中に、幸せになりたい
と願う強い意思によって作り出されるものである」という真実は、被災者の方々
の心の復興に役立つと思われる。
　さらにアランは形而上学的な「幸福論」を論じるに留まらず、自分自身の経験
から得た珠玉の箴言を生み出しており、それは将来ある若い学生諸君の、人生の
様々な局面で「幸福な人生」を獲得するのに役立つと信じる。名著といわれるラッ
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セルの「幸福論」、ヒルティの「幸福論」とともにアランの「幸福論」をも、青春
の秋の夜に一読されんことをお勧めする次第である。

　アラン著「幸福論」串田孫一・中村雄二郎訳、白水社イデー選書1991からの抜
書き
*�「自分の外部に言い訳を探す人達は決して満足するということがないが、これに
反して自分の過失に真っ向から立ち向かって「俺は全く馬鹿だった」と言う人達
はそうした経験を消化して強くまた快活である。1922.11.07（ヘラクレス）」
*�「想像力の病気にはつける薬はない。不幸な人間にはどんな好ましい出来事が微
笑みかけても無駄なのだ。そして幸福というものの中には普通、人が考えるより
も意思の力が働いている。1913.08.18（悲しいマリー）」
*�「子供にかえった年寄りや廃人のようになったアル中患者の友達に会うのはつら
いものだ。なぜつらいのかというと、彼等に今のままでも生きていてもらいたい
と同時に、今のままでは生きていてもらいたくないからである。1910.12.13（精神
の病い）」
*�「老人とは老朽に悩む若者のことではない。死人とは死んでいる生者のことでは
ない。それゆえ死に襲われるのは生者のみであり、不幸の重荷を心に感じるのは
幸福な人達のみである。1910.12.13（精神の病い）」
*�「生活が苦しければ苦しいほど、よく苦痛に耐え、よく楽しみを享受するものだ、
とさえ言いうるだろう。単にこれから起こるかもしれない不幸まで予見する暇が
ないからだ。予見は必要によって押さえられている。ロビンソン・クルーソーは、
自分の家を建てたときになって始めて祖国を懐かしみ始めたのである。1910.05.23

（他人の不幸）」
*�「しかし私の考えでは、幸福の秘訣のひとつは自分自身の不機嫌に対して無関心
でいることだと思う。相手にしないでいれば、不機嫌などというものは、犬が犬
小屋に帰って行くように、動物的な生命の中に落ち込んでしまうものだ。1913.08.31 

（ストイシズム）」
*�「悪く言われたり悪く思われたりすることのない人間などありはしない。よく言
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われたりよく思われたりすることのない人間もありはしない。そして人間の本性
というものは、人の気分を害するようなことなど、少しも恐れないようにできて
いる。他人の気分を直接に支配するのは、自分自身の気分を支配するよりずっと
楽なのだ。そして話をしている当の相手の気分を注意深く取り扱う者は、そうす
ることで自分自身の気分に対する医者になる。会話においては舞踏と同様、誰も
が他人の鏡だからだ。1922.04.08（親切）」
*�「人は幸福を探し始めるや否や、これを見いだしえない運命に陥れられる。幸福
とは褒美を求めなかった人達のところに来る褒美なのだ。1911.03.18（勝利）」

執 筆 者 紹 介
福本　一朗

生物系教授。専門領域は、医用生体工学。

　『書名』　著者名　翻訳者名　出版社または文庫・シリーズ名　出版年　税込価格
　�『幸福論』アラン著　串田孫一、中村雄二郎訳　白水社（イデー選書）　1990年

2,415円
　�『幸福論（第１・２・３部）』ヒルティ著　草間平作訳　岩波書店（岩波文庫）

　1961年　819-903円
　�『幸福論』ラッセル著　安藤貞雄訳　岩波書店（岩波文庫）　1991年　819円

ブックガイド目次へ

http://msc-cge.nagaokaut.ac.jp/bookguide2012

